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1 はじめに 

この章には、お客様の液体肥料散布機および本取扱説明書についての情報が記載されています。 

1.1 本取扱説明書について 

有効性および目的 

本取扱説明書は、APV – Technische Produkte GmbH 製の液体肥料散布機の型式 LF 600 M1 に対して有

効です。 

本取扱説明書は、次の作業を適切かつ安全に遂行するために必要な情報を、この液体肥料散布機を取り

扱う全ての人に提供するものです： 

• 取り付け 

• 運転開始 

• 操作 

• メンテナンス 

• 整備 

• 運転停止と解体、運転再開、保管、処分 

対象者 

本取扱説明書は、この液体肥料散布機を取り扱う、全ての人を対象としています： 

• 運搬担当者 

• 取付担当者 

• 操作担当者 

• メンテナンス・整備担当者 

本ドキュメントの必読箇所 

負傷および機械損傷を避けるため、機械を取り扱う前に安全性の章（10 ページ）を必ず読んで、理解

している必要があります。 

著作権 

本取扱説明書の著作権は製作者にあります： 

APV - Technische Produkte GmbH 

ZENTRALE 

Dallein 62 

3753 Hötzelsdorf 

Austria 

 

本取扱説明書は各種規則および技術図を含んでいますが、これらの一部または全部を複写・拡散したり

、競争目的で不正に利用したり、他者に伝達してはなりません。 

本取扱説明書の転載および複写、その内容の利用および伝達は、明示的に許可されていない限り禁止さ

れます。違反した場合、損害賠償の対象になります。 

製造者の責任について 

本取扱説明書の非遵守により生じた損害および故障に対して、製造者は責任を持ちかねます。 
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1.2 機械の識別 

明確な識別 

液体肥料散布機は、機体銘板に記された、次の情報から明確に識別できます： 

• 名称 

• 型式 

• 製造番号 

機体銘板の位置 

機体銘板は、スチールフレームの中央下部、ポンプの近くにあります。  

機体銘板の図 

図は、機体銘板の構成を示しています： 

 

機体銘板の記載には次の意味があります： 

 

1.3 サービス 

サービス 

次の場合は、私どものサービスアドレスにご連絡ください： 

• 本取扱説明書の情報の他に、液体肥料散布機の取り扱いについてご質問がある場合 

• スペアパーツのご注文 

• メンテナンス・整備作業のご依頼 

サービスアドレス 

APV - Technische Produkte GmbH 

ZENTRALE 

Dallein 62 

3753 Hötzelsdorf 

Austria 

Tel.: +43 (0) 2913 8001 

Fax:  +43 (0) 2913 8002 

E-mail:  service@apv.at 

URL:  www.apv.at 

 

  

番号 意味 

1 名称 

2 型式 

3 製造番号 

4 重量 

5 製造年 

 

図 1：機体銘板の構成 
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1.4 EC適合宣言書 

 
 

EC 適合宣言 
 

 

製造者： APV - Technische Produkte GmbH 

Dallein 62 

AT - 3753 Hötzelsdorf 

 

は、以下に記載する取付機器のシリーズが、そのコンセプトとデザイン、そして流通に乗せられた仕

様において、上記指令に関連する基本的な安全衛生要件に適合していることをここに宣言します。 

APV-Technische Produkte GmbH の承認がない変更が取付機器に加えられた場合、この宣言は有効性を

失います。 

取付機器のシリーズの名称： 液体肥料散布機 LF 

 LF 600 M1 

 

製造年： 2019～ 

 

シリアルナンバー： 13000-01000～ 

 

関連指令： EC 機械指令 2006/42/EC 

 

機械の計画と設計、製造、そして市場投入の際に、次の統一された欧州規格が適用されました： 

EN ISO 12100:2010 機械の安全性 - 一般的な設計原則 - リスク評価とリスク軽減 

EN 60204-1:2019 機械の安全性 - 機械の電気設備 - パート 1：一般要件 

EN ISO 4254-1:2016 農業機械 - 安全性 - パート 1：一般要件 

付属書 VII、パート A に従って、機械に属する特別な技術文書が作成されています。 

技術文書の責任者：APV - Technischeprodukte GmbH 

Dallein/Hötzelsdorf、2023 年 12 月 

 
エンジニア Jürgen Schöls 

取締役社長 
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2 説明  

この章には、液体肥料散布機の技術特性についての概要が記載されています。 

2.1 液体肥料散布機の構造と機能 

液体肥料散布機 LF 600 M1 

型式 LF 600 M1 の液体肥料散布機は、液体肥料を散布するためのものです。3 点接続によって、トラク

ターのフロントに取り付けます。 

機械の構造 

 
 

番号 名称 機能 

1 充填ストレーナーを備える

、液体タンクの蓋 

• 液体肥料タンクの口を覆い塞ぎます 

• 液体肥料の漏れや異物が入るのを防ぎます 

2 液体タンク • 液体肥料を収容します 

• 液体をポンプに供給します 

3 真水タンク • 手を洗うため 

• ポンプやホース、ノズルを洗うため 

4 スチールフレーム • 機械コンポーネントを支えたり接続します 

5 フット • 機械を使用していないときに、安全に立つようにします 

6 照明 • ウインカー付きサイドライト 

7 取扱説明書収納ロール • このロール内に取扱説明書が入っています 

8 ボールバルブ 1 • 肥料タンク（運転）と真水タンク（洗浄）の切り替え用 

9 吸引フィルター • 液体の不純物や塊を濾過して、ポンプの損傷を防ぎます 

10 充填レベルセンサー • 肥料タンクの充填レベルを表示します 

    

図 2：機械の構造 
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番号 名称 機能 

11 ボールバルブ 2 • 作業モードを切り替えます： 

a) 液体は、ノズルとタンク内のアジテーターに送られます 

b) 液体が、ポンプでタンクに戻されます 

12 クイックカプラー • 機械をトラクターから取り外す際に、分配ヘッドの供給ライン

をすばやく切り離すため 

13 3 点接続 • これにより機械は、3 点でトラクターに固定されます 

14 ダイヤフラムポンプ • ポンプは、散布する媒体が、希望通りに流れるようにします 

15 配電ボックス • ここにすべてのケーブルが接続されます 

16 機械ケーブル • このケーブルは、トラクター内の制御モジュールまで引かれ、

接続されます 

17 流量センサー • 液体の流れを測定して、ポンプを調整します 

液体肥料散布機の機能 

液体肥料の散布は、次のプロセスで行われます： 

 

段階 説明 

1 オペレーターは、運転のために機械をセットし、肥料タンクに液体肥料を充填します。 

2 オペレーターは、操縦装置で液体肥料散布機をアクティブにします。 

結果： 

• ポンプが回転します。 

• 流量センサーがスループットを測定します。 

3 液体肥料が、フィルターを通してタンクから吸い出されます。媒体は、ポンプによって加

圧され（最大 4 バール）、それから分配器に送られます。 

4 肥料は、ノズルを介して散布されます。 

2.2 納品内容  

納品内容には、APV - Technische Produkte GmbH が通常納品する、すべてのアセンブリおよびコンポー

ネントが含まれます。 

 

位置 量 名称 

1 1 本体 

1.1 1 スチールフレーム 

1.2 1 散布液タンク 

1.3 1 真水タンク 

2 1 視覚的な充填レベルセンサー 

3 1 ダイヤフラムポンプ 

4 1 流量センサー 

5 1 吸引フィルター 

6 1 ホース 

7 1 分配器 

8 1 ノズル 
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2.3 技術データ 

機械データ 

機械バージョン サイズ 値 

LF 600 M1 ホッパー最大容量 600 l 

重量 120 kg 

寸法（H × W × D cm） 130 x 145 x 80 

電気データ 

ポンプの値： 

• 小型ポンプ EF5500 

サイズ 値 

供給電圧 12 V 

最大消費電流 20 A 

ポンプ流量 2～20 l/min  

 

• 大型ポンプ EF7000 

サイズ 値 

供給電圧 12 V 

最大消費電流 22 A 

ポンプ流量 11.5～22 l/min  

散布幅 

推奨散布幅：1～6 m 

接続カテゴリー 

カテゴリー I - II 
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3 安全性 

この章には、液体肥料散布機を安全に運転するための、様々な前提条件および対策が記載されています

。 
 

3.1 本ドキュメントの安全指示 

安全指示とは何か？ 

安全指示とは、人身傷害を回避するための情報です。安全指示には、以下の情報が含まれます： 

• 危険の種類 

• 指示に従わないことで生じうる結果 

• 人身傷害を回避するための対策 
 

3.2 基本的な安全規則 

これらの規則の対象者 

これらの規則は、この液体肥料散布機を取り扱う、全ての人を対象としています。 

これらの規則の主旨 

これらの規則は、この液体肥料散布機を取り扱う全ての人が、危険および安全対策について詳細な情報

を得られるように、そして取扱説明書に記載された安全指示や液体肥料散布機に取り付けられた安全指

示に注意を払うようにするものです。これらの規則に従わないと、負傷や物的損害のリスクが生じます

。 

取扱説明書の取り扱い 

次の規則に従ってください： 

• 安全と自身の作業に関連する章を全て読んでください。そして、その内容を理解していなければ

なりません。 

• 取扱説明書は、いつでも参照できるように、機械の近くに用意しておいてください。そのために

、液体肥料散布機に容器が取り付けられています。 

• 液体肥料散布機を譲渡する際には、取扱説明書も渡してください。 

液体肥料散布機の取り扱い 

次の規則に従ってください： 

• 本取扱説明書に記載されている必要条件を満たしている人だけが、この液体肥料散布機を取り扱

うことができます。 

• この機械は、意図された用途にのみ使用してください。 

• 液体肥料散布機は、当然と考えられるものも含めて、決して他の目的のために使用しないでくだ

さい。 

• 本取扱説明書に掲載されていたり、この機械に取り付けられている、全ての安全対策を遵守して

ください。 

• 例えば部品を取り外したり、認可されていない部品を取り付けるなど、液体肥料散布機に改造を

加えないでください。 

• 故障部品を交換する際には、オリジナルのスペアパーツかメーカーが認可した標準部品のみを使

用してください。 

• 肥料タンク内には有毒な蒸気が生じるため、タンクに入ってはなりません。 
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従業員に対する経営者の義務 

経営者は次のように手配しなければなりません： 

• 従業員が、それぞれの作業に必要な条件を満たしていること。 

• 従業員が、液体肥料散布機を取り扱う前に本取扱説明書を読み、理解していること。 

• 職場の安全に関する、当該国の規則が遵守されていること。 

事故の際の処置 

液体肥料散布機は、従業員が危険無く作業できるように構成および設計されています。しかしながら、

いくら注意しても不運な状況下で予測できない事故が発生することがあります。 

基本的には、所属組織の作業マニュアルに記載されている、事故に関する項目を遵守してください。 

このテーマに関連する追加情報 

• 意図された用途での使用（3.3 章、11 ページ） 

• 従業員の必要条件（3.4 章、11ページ） 
• 危険および安全対策（3.7 章、15 ページ） 
 

3.3 意図された用途での使用 

液体肥料散布機 LF 600 は、様々な種類および粘度の液体肥料を、屋外の圃場で散布するために使用さ

れます。 

この機械は、農作業における一般的な使用のみを考えて設計されています。これらに含まれない使用は

、全て意図された用途とは見なされません。その結果生じる損害に対して、製造者は責任を負いかねま

すので、リスクは使用者のみが負うものとします。  

意図された用途での使用には、製造者が規定した運転・メンテナンス・整備条件の遵守も含まれます。  

さらに、該当する事故防止規則と他の一般的に認識された安全技術上および労働医学上の規則を遵守し

なければなりません。  

独断で機械に変更を加えると、その結果生じた損害には、製造者保証が適用されません。 

3.4 従業員の必要条件 

機械の運転やメンテナンス、整備は、その作業を熟知し、危険についての知識を持つ人のみが行えます

。全ての安全指示を、他の使用者にも伝えてください。 

資格 

液体肥料散布機を取り扱う人は、次の必要条件を満たしていなければなりません： 

従業員 作業 必要資格 

運送業者 • 農場から農場への機械の輸送 • 機械輸送の経験 

• 機械専門運送の資格 

運搬担当者 • 農場内で機械を運搬 • フォークリフト運転手 

• 適したフォークリフトの取り扱い経験 

フィッター • 機械の取り付けおよび運転開

始 

• 訓練を受けた機械工 

セッター • 機械のセットアップ • 農業環境における経験 

• 液体肥料散布機の取り扱い経験 
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従業員 作業 必要資格 

オペレーター • 農場での液体肥料散布機の操

作 

• 機械の清掃 

• 半熟練アシスタント 

メンテナンス担当者 • メンテナンス作業の実施 

• 整備作業の実施 

• 訓練を受けた機械工 

処分業者 • 機械の処分 • 処分の専門家 
 

 

3.5 個人用保護具 

従業員には、個人用保護具が用意され、次の作業の際に身につけられるようにしなければなりません： 

• 液体肥料の散布時 

• スプレーノズルの清掃／交換時 

• 肥料散布後の液体肥料散布機清掃に関連する全ての作業時 

 

必要な防護服を着用する際は、常に製造元の指示に従ってください。使用してください： 

• 耐薬品性手袋 

• 耐薬品性オーバーオール 

• 防水靴 

• 呼吸保護具 

• 安全メガネ 

• マスク 

• 皮膚保護製品 

3.6 安全装置 

安全装置の意味 

液体肥料散布機は、使用者を危険から守る、安全装置を備え

ています。液体肥料散布機を運転する際には、必ず全ての安

全装置が存在および機能する状態でなければなりません。  

保護装置の位置 

• 液体肥料散布機の下側に付いているフット 

安全装置の機能 

安全装置には、次の機能があります： 

番号 名称 機能 

1 フット 立ててある機械の転倒を防ぎます。 

3.6.1 警告ラベル 

目的 

機械の警告ラベルは、危険箇所を警告するものです。警告ラベルは、常に取り付けられ、よく分かる状

態でなければなりません。 

 

図 3：フット 
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概要 

この図は、警告ラベルの位置を示しています。 

 

 

 

 
 

      

図 4：警告ラベルの位置 
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表は、液体肥料散布機に取り付けられている警告ラベルとその意味を示しています。 

 

ラベルの外観 ラベルの意味 

 

運転を開始する前に取扱説明書を読んで、内容を遵守してく

ださい！ 

操作ミスにより深刻な負傷が生じる恐れがあります。 

 

健康に有害な物質の不適切な取り扱いに起因する、健康に有

害な物質との接触による危険！ 

この危険は、死に至る恐れのある、重大な傷害を引き起こす

可能性があります。 

➢ 健康に有害な物質に触れる前に、防護服を着用してくださ

い。  

➢ 処理する物質に関する、製造元の安全指示を遵守してくだ

さい。 

 

手洗い用タンクの真水の不適切な取り扱いに起因する、健康

に有害な物質との接触による危険。 

この危険は、死に至る恐れのある、重大な傷害を引き起こす

可能性があります！ 

➢ 手洗いタンクの真水は、絶対に飲料水として使用しないで

ください。 

 

散布液タンク内の有毒な蒸気に起因する、健康に有害な物質

を吸入する危険！ 

この危険は、死に至る恐れのある、重大な傷害を引き起こす

可能性があります。 

➢ 散布液タンク内には、絶対に入らないでください。 
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3.7 危険および安全対策 

概要 

液体肥料散布機は、とりわけ積極的・合理的に回避可能な危険から、使用者が守られるように作られて

います。しかしながら機械の目的から生じ、回避するためには安全対策を講じなければならない、残留

リスクが存在します。 

これらの残留リスクがどのようなもので、どのような作用を及ぼすか次に説明します。 

運搬 

危険 危険が発生する場所または状況 対策 

機械の重量により押しつ

ぶされる危険 

機械を持ち上げたり下ろす際 機械の運搬は、そのために訓練を受

けた従業員のみが行うようにします

。 

取り付け 

危険 危険が発生する場所または状況 対策 

機械の重量により押しつ

ぶされる危険 

機械を持ち上げたり下ろす際 フォークリフトまたはハンドリフト

での運搬は、そのために訓練を受け

た従業員のみが行うようにします。 

滑りや躓き、転落による

危険 

機械を整地用機械やトラクターに取

り付ける際 

滑らない安全靴を履き、足下が安定

した状態で作業を行います。 

セットアップ 

危険 危険が発生する場所または状況 対策 

故障した機械部品による

危険 

機械運転時 機械を使用する前に、破損や亀裂、

摩耗箇所、漏出、ネジの緩み、振動

、雑音がないか、そして正しく機能

するか必ずチェックします。 

運転 

危険 危険が発生する場所または状況 対策 

飛散する肥料による負傷

の危険 

肥料を散布する間 機械の散布範囲に誰もいないように

、常に注意する必要があります。 

滑りや躓き、転落による

危険 

運転中の機械に手を加える際 滑らない安全靴を履き、足下が安定

した状態でのみ、機械に近づきます

。 

有毒な肥料による中毒の

危険 

肥料を散布する間 有毒な肥料を取り扱う際には、個人

用保護具を着用してください。 
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清掃 

危険 危険が発生する場所または状況 対策 

有毒な肥料による中毒の

危険 

機械を水で清掃する際 有毒な肥料を取り扱う際には、個人

用保護具を着用してください。 

タンクに入らないでください。 

メンテナンスおよび整備 

危険 危険が発生する場所または状況 対策 

視界が悪い状況での、不

適切／不十分なメンテナ

ンス 

光条件が悪い場合 メンテナンスは、場合によっては照

明を用いて実施する必要があります

。 

3.8 騒音 

運転中の機械の音響パワーレベルは、最大で 73 dB (A) です。 

4 取り付けおよび運転開始 

概要 

この章には、液体肥料散布機の取り付けおよび運転開始の作業手順と、その際に行うべきこと注意すべ

きことが記載されています。 
 
 

4.1 液体肥料散布機をトラクターに固定する 

目的 

液体肥料散布機は、圃場で使用するために 3 点リンクでトラクターのフロントに直接取り付けることが

できます。 

前提条件 

この作業ステップを行うためには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• 機械の電源が切られています（これについては 31 ページの 液体肥料散布機の電源を切る を参照

）。 

• トラクターのルーフに、当該国の道路交通規則に準拠した、照明が取り付けられていなければなり

ません。 

必要なコンポーネントとツール、材料 

この作業ステップには、次のコンポーネントとツール、材料が必要になります： 

• 上部リンク カテゴリー 2 

• クリップピン付き上部リンクピン 

• 下部リンク固定用のクリップピン x2 
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固定の手順 

次のように、液体肥料散布機をトラクターに固定してください： 

ス テ ッ

プ 

説明 例示／図 

1 トラクターで機械に近づきます。  

2 両方の下部リンクを LF 600 M1 と接続します。  

3 カテゴリー 2 の上部リンクを適切な長さに設定し、上部リ

ンクピンを用いて機械に連結します。 

LF は、できるだけ中身が空に

なるように、運転中は垂直に立

てる必要があります。 

4.2 ノズルを整地用機械に取り付ける 

目的 

ノズルは、整地用機械またはシーダーの適切な場所に液体肥料を配置し、肥料を分配するためのもので

す。 

前提条件 

肥料を理想的に分配するには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• 分配器は、作業位置の機械に、水平に取り付けられていなければなりません。 

• 圧力計は、運転中に運転席から確認できる場所に設置されていなければなりません。 

必要なコンポーネントとツール、材料 

この作業ステップには、次のコンポーネントとツール、材料が必要になります： 

• ホルダー付き分配器 

• 接続ホース 

• ホルダー付き圧力計 

• ノズルホルダー 

• ノズル 

• アレンキー 

取り付けの手順 

次のように、整地用機械または播種ユニットにノズルを取り付けてください： 

ス テ ッ

プ 

説明 例示／図 

1 ノズルを作業幅全体または機械の播種ユニットに均等に配

置します。  

 

2 ノズルホルダー（コネクター）を機械に固定します。 
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ス テ ッ

プ 

説明 例示／図 

3 ホースをノズルホルダー（コネクター）に接続します（こ

れについては 18 ページのホースを接続するを参照）。 

 

4.3 ホースを接続する 

目的 

ホースは、液体肥料をポンプユニットから土壌に送ります。初めて運転開始する前に、分配器と溝の間

のすべてのホースを同じ長さに切断して、ノズルホルダーに接続する必要があります。  

チェックするために、T ピースを用いて、分配器とノズルホルダーの間のホースに圧力計を接続します

。 

前提条件 

この作業ステップを行うためには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• なし 

必要なコンポーネントとツール、材料 

この作業ステップには、次のコンポーネントとツール、材料が必要になります： 

• ホースリール 

• ホースカッター 

方法 

次のように、ホースを分配器に接続してください： 

ス テ ッ

プ 

説明 図 

1 鋭利な切断工具を用いて、適切かつ同じ長さのホースをホ

ースリールから切り取ります。ホースの切断角度は、90° 

でなければなりません。  

 

2 切断したホースを分配器のプラグカップリングにストッパ

ーまで挿入し、少し引っ張ってしっかりと入っていること

を確認します。 
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ス テ ッ

プ 

説明 図 

3 ホースの反対側は、コネクターでノズルホルダーに固定さ

れます。分配器とノズルホルダーの間でホースを 1 本切断

し、T ピースと別のホースを用いて圧力計を接続する必要

があります。 

 

4 ポンプユニットと分配器の間の供給ラインは、希望の長さ

に調整する必要があります。これは、整地用機械を連結解

除する際に、ポンプユニットのクイックリリースを用いて

切り離すことができます。 
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5 制御モジュール 

この章では、液体肥料散布機を操作し、希望通りに散布量を調整できるようにするために、制御モジュ

ールで行う必要がある設定について説明します。 

5.1 納品内容と接続 

納品内容と電気接続に関する情報は、制御モジュールに同梱されている取扱説明書に記載されています

。 

5.2 標準設定 

液体肥料散布機を操作できるためには、制御モジュールで機械タイプ「LF」および対応するポンプを選

択する必要があります。それには 2 つの方法があります： 

• 制御モジュールの電源を初めて入れると、機械タイプなどについて質問されます。ここで、+/- 

キーで「LF」を選択し、OK で確定する必要があります。次のステップでは、EF5500（小型）と 

EF7000（大型）の、2 つのポンプを区別するように求められます。 

• 制御モジュールがすでに作動している場合は、プログラミングメニューでこの設定を行う必要が

あります。そのためには、制御モジュールが OFF の状態で、ディスプレイに「0. 機械タイプ」

が表示されるまで ON/OFF キーを押し続けます。 ここでも同様に、+/- キーで「LF」を選択し、

OK で確定する必要があります。さらに、メニュー項目 11 には、使用可能な 2 つのポンプを切

り替えるオプションがあります。それには、+/- ボタンを用いて、機械に取り付けられているポ

ンプを選択します。OK をクリックすると、プログラミングメニューが終了します。 

 

一度 LF を機械タイプとして選択すると、これが保存され続けます。同じ操縦装置で他の機械シリーズ

を操作する場合は、前述のようにプログラミングメニューで再度変更できます。 

5.3 メインディスプレイ 

モジュールを ON にすると、ディスプレイがメインディスプレイ（=作業画面）になります。ここには、

現在のモーター回転数（％）と設定された走行速度、設定された散布量が表示されます。  

速度センサーの有無により、作業画面は少し異なります： 

 

 
 

図 5 は、速度センサーなしの作業画面を示しています。希望の散布量を実現するには、設定された走行

速度を正確に遵守する必要があります！ 

図 6 は、速度センサーありの作業画面を示しています。ここで実際に走行する速度は、プリセットから

逸脱する可能性があります – 相違は制御モジュールによって算出および調整されます。 

このように、面積単位で常に希望する量が散布されます。 

 

図 5：速度センサーなしの作業画面 

 

図 6：速度センサーありの作業画面 
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5.4 設定 

矢印キーを押すと、他のメニュー項目にアクセスできます。さらに設定を行うには、メニュー項目「設

定」になるまで矢印キーを押します。OK キーを押すと、設定メニューが表示されます。ここには次の項

目があり、矢印キーで順番にスクロールできます： 

 

5.4.1 散布量（L/HA） 

このメニュー項目では、+ または - キーを押して、希望する散布量

を設定できます。+ または - キーを押し続けると、値の変化が速く

なります。  

 

 

5.4.2 作業幅: 

このメニュー項目では、+ または - キーを押して、希望する作業幅

を設定できます。+ または - キーを押し続けると、値の変化が速く

なります。 

 

 

5.4.3 走行速度 

このメニュー項目では、+ または - キーを押して、希望する走行速

度を設定できます。+ または - キーを押し続けると、値の変化が速

くなります。  

 

 

5.4.4 リットル当たりパルス数 

このメニュー項目では、+ または - キーを押して、流量センサーが

出力するリットル当たりパルス数を設定できます。+ または - キー

を押し続けると、値の変化が速くなります。 

値は流量センサーで確認でき、リットル当たり 400 パルス（デフォ

ルト値）の設定に維持する必要があります。 

予想に反して、実際の散布量が規定散布量から継続的に逸脱している

場合は、この値を調整することで修正措置を講じることができます。

たとえば散布量が 5 ％多すぎる場合は、この値を 5 ％減少する必要

がありますし、逆の場合も同様です。 

 

 

5.4.5 メインメニューへ 

メインディスプレイ／作業画面に戻るには、OK キーでこのメニュー

項目を選択します。 
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5.5 排出 

矢印キーを押すと、メニュー項目「排出」が表示されます。OK キーを押すと、ポンプが ON になり、フ

ル回転で作動します。この機能により、ボールバルブの位置に応じて、タンクの中身を攪拌したり、タ

ンクを空にできます。  

 

5.6 一日および合計のカウンター 

メインディスプレイの矢印キーを押すと、様々なメーターの値を呼び

出すことができます。OK キーを 5 秒間押し続けると、一日のカウン

ターをゼロにリセットできます。 

量のカウンターに加えて、面積と運転時間のカウンターもあります。

ここでも、OK キーを押し続けると、一日のカウンターをゼロに設定で

きます。 

 

 

 

 

 

5.7 運転中の散布量変更 

メインディスプレイで + または - キーを押すと、プリセットされた

散布量を 5 ％刻みで最大 +/- 50 ％変更できます。 

変更は、作業画面に表示されます： 

 

 

 

5.8 ポンプのスイッチを入れる 

「ドージング開始」キー（制御モジュールの右下）を押すと、散布プロセスがスタートします。制御モ

ジュールは、走行速度と作業幅、設定された散布量に基づいて、必要な流量を計算し、それに応じてシ

ステムを調整します。これは、変動するモーター回転数から検知できます。その際、わずかに変動する

のが普通であり、パラメータが継続的に測定され、再調整されていることが示されます。ポンプが希望

の散布量に到達または維持できない場合、対応するエラーメッセージによって、警告が発せられます。

この場合、ノズルを用途に合わせる必要があります。 

5.9 緊急操作 

流量センサーに問題がある場合は、これを無効にして、ポンプ回転数を手動で設定できます。そのため

には、1 リットル当たりのパルス（5.4.4 を参照）を 0 に設定する必要があります。次に、作業画面で 

+ キーと - キーを使用して、モーター回転数を手動で設定できます。  

ご注意ください：流量は、背圧に応じて変化します。ここで散布量を正確に維持するには、ノズル後に

液体を収集して、単位時間あたりの散布量を確認する必要があります。液体をボールバルブから直接タ

ンクに送っても、背圧がないため、十分に正確な結果が得られません。 
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6 運転 

この章には、液体肥料散布機および肥料流量を正しく設定し、運転時に調整する方法が記載されていま

す。 

6.1 散布量を設定および調整する 

目的 

散布量の設定は、散布結果に決定的な影響を与えます。 

前提条件 

この作業ステップを行うためには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• なし 

方法 

次のように、散布量を設定および調整してください： 

ス テ ッ

プ 

説明 

1 希望の散布量を設定するには、制御モジュールのメニュー項目「キャリブレーション・テス

ト」で、作業幅や速度、L/ha などの必要データを入力しなければなりません。 

2 ポンプは、流量センサーによって制御されるため、キャリブレーション・テストを実行する

必要はありません。  

3 流量センサー（2.5～50 L/分）のパルスは、制御モジュールで 400 I/L に設定する必要があ

ります。 

散布量を計算する 

散布量は次の数式で算出できます： 

StM = 
mgew x vTraktor x bArbeit 

StM：散布量 L/分 

mgew：希望量（希望散布量） L/ha 

vTraktor：トラクターの速度 km/h 

bArbeit：作業幅 m 600 

6.2 散布量を確認する 

目的 

散布量を確認できますが、流量センサーがこの働きをするため、絶対に必要というわけではありません

。 

前提条件 

この作業ステップを行うためには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• なし 

必要なコンポーネントとツール、材料 

この作業ステップには、次のコンポーネントとツール、材料が必要になります： 
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• すべての放出口（ノズル）の収集容器 

• 秤または計量カップ 

• ストップウォッチ 

方法 

次のように、散布量を確認してください： 

ス テ ッ

プ 

説明 

1 希望するパラメータを、制御モジュールで設定します（散布量 L/ha と速度、作業幅）。 

2 液体を受けるために、各放出口（ノズル）の下にカップを置きます。 

3 制御モジュールでポンプを始動し、ポンプを設定できるように約 30 秒間作動させます。 

4 すべてのカップを空にして再びセットします。  

5 ポンプとストップウォッチを同時にスタートします。1〜2 分後に同時に停止します。 

6 すべての容器の中身を計量カップに移し、23 ページの数式で散布量を確認します。 

7 設定値と差異がある場合は、偏差のパーセンテージ値を検出して、パルス／リットルでパー

センテージとして追加または差し引く必要があります。 
 

6.3 適したノズルを選択する 

目的 

散布量に合ったノズルを選択すると、施肥の結果が明らかに改善されます。 

前提条件 

この作業ステップを行うためには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• なし 

必要なコンポーネントとツール、材料 

この作業ステップには、次のコンポーネントとツー

ル、材料が必要になります： 

• なし 

 

 
ヒント！ 

ノズルには溝があります。直径は、これらの溝

の数から分かります：1 つの溝＝1 mm のノズル

、2つの溝＝2 mm のノズル、3つの溝＝3 mm の

ノズル（参照図 7）。 

 

 

 

 
注意！ 

制御モジュールのモーター出力が、できれば 20 ％～80 %の範囲になるように、ノズルの組み合わせ

に注意する必要があります。そうすれば速度に応じた散布の際に、非常に低速または高速でも再調整

しやすくなりますし、均一な液体肥料供給を実現できます！ 

 

 

図 7：1 溝付き 1 mm ノズル、2 溝付き 2 mm ノズル、3 
溝付き 3 mm ノズル 
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6.4 ノズルを交換する 

目的 

適したノズルを取り付けると、散布の結果が明らかに改善されます。 

前提条件 

この作業ステップを行うためには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• 機械の電源が切られています（これについては 31 ページの 液体肥料散布機の電源を切る を参

照）。 

必要なコンポーネントとツール、材料 

この作業ステップには、次のコンポーネントとツール、材料が必要になります： 

• なし 

方法 

ス テ ッ

プ 

説明 図 

1 コネクターの青いロックを押し戻します。 

 

2 ノズルを取り外します。 

3 新しいノズルをコネクターに押し込みます。ノズルは自動的にロ

ックされます。  

4 ノズルを軽く引いて、ノズルが適切な位置にあるか確認します。  

6.5 タンクを充填する 

目的 

肥料タンクは、散布する肥料を収容します。  

真水タンクは、ポンプとノズルを清掃および洗浄するための真水を収容します。  

前提条件 

この作業ステップを行うためには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• 機械の電源が切られています（これについては 31 ページの 液体肥料散布機の電源を切る を参

照）。 

必要なコンポーネントとツール、材料 

この作業ステップには、次のコンポーネントとツール、材料が必要になります： 

• 液体肥料 

• 真水 
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概要 

方法 

次のように、両方のタンクを充填してください： 

ス テ ッ

プ 

説明 例示 

1 液体肥料タンクを開くために、蓋（1）を反時計回りに回

して、後方に 180° 折り返します。 

 

2 液体肥料を、充填ストレーナー通して肥料タンク（2）に

注入します。 

 

3 肥料タンクを閉じるために、蓋（1）を前に倒して、時計

回りに回します。 

 

4 真水タンクを開くために、蓋（3）を反時計回りに回しま

す。 

 

5 真水をタンクに注入します。 ここには、必ず真水を入れなけ

ればなりません。 

6 真水タンクを閉じるために、蓋（3）を時計回りに回しま

す。 

 

6.6 肥料タンクと真水タンクの切り替え 

ボールバルブを切り替えることで、

肥料タンクか真水タンク（「H2O」）

をアクティブにできます。運転中は

、ボールバルブを肥料タンクに設定

する必要があります（図 9：肥料タン

クに設定 を参照）。 

 

洗浄水タンクの真水は、ポンプやホ

ース、ノズルの清掃に用いられます

。機械を清掃する際は、ポンプとノ

ズルを真水で洗浄して、凝固を防止

するために、真水タンク（図 8：真水

タンク（H20）に設定 を参照）に切り

替える必要があります。 

番号 名称 

 

1 液体肥料タンクの蓋 

2 肥料用タンク 

3 真水タンクの蓋 

4 真水タンク 

 

図 8：真水タンク（H20）に設定 

 

図 9：肥料タンクに設定 
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6.7 ノズルとアジテーターの切り替え 

このボールバルブを切り替えることで、液体肥料をノズルに送るか、タンクに戻すかを制御できます。  

タンクの底に沈殿する肥料の場合は、沈殿を防ぐために液体をポンプで循環させるのが有効です。 

 

 
 

機械を清掃する場合は、アジテーター機能に切り替えて、肥料タンク内の液体肥料を希釈するために、

真水を肥料タンクに送ることができます。そのためには、2 番目のボールバルブを「H2O」（真水）機能

に設定する必要があります。 

6.8 フィルターユニット 

目的 

フィルターは、不慮の汚染とポンプ＆ノズルの損傷を防ぎます。 

前提条件 

この作業ステップを行うためには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• 機械の電源が切られています（これについては 31 ページの 液体肥料散布機の電源を切る を参

照）。 

必要なコンポーネントとツール、材料 

この作業ステップには、次のコンポーネントとツール、材料が必要になります： 

• なし 

概要 

番号 名称 例示 図 

1 充填ストレーナ

ー 

これは、充填用の蓋に直接取り付けられてお

り、大きな汚れを除去します。 

 

 

図 10：ノズルに設定 

 

図 11：アジテーターに設定 
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6.9 空のタンクで吸引フィルターを清掃する 

概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法 

次のように、空のタンクで吸引フィルターを清掃してください： 

ス テ ッ

プ 

説明 

1 ボールバルブを液体タンクの方向に切り替えます 

2 ユニオンナットを緩めます 

3 フィルターカップを少し左右に動かして外します 

4 フィルターインサートを引き出して、水で洗います 

5 O リングに損傷がないか確認します 

6 逆の手順で再び組み立てます 

 

番号 名称 例示 図 

2 吸引フィルター 液体供給を切り替えるための、最初のボール

バルブの下に設置されています。 

 

番号 意味 

 

1 ボールバルブ 

2 ユニオンナット 

3 フィルターカップ 
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6.10 タンクを充填した状態で吸引フィルターを清掃する 

概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法 

次のように、空のタンクで吸引フィルターを清掃してください： 

ス テ ッ

プ 

説明 

1 ボールバルブを、液体タンクと真水タンクの間で切り替えます 

2 ユニオンナットを緩めます 

3 フィルターカップを少し左右に動かして外します 

4 フィルターインサートを引き出して、水で洗います 

5 O リングに損傷がないか確認します 

6 逆の手順で再び組み立てます 

7 ボールバルブを液体タンクに切り替えます 

  

番号 意味 

 

1 ボールバルブ 

2 ユニオンナット 

3 フィルターカップ 
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7 障害 

この章には、運転中に発生しうる障害を解決するための情報が記載されています。 

7.1 障害一覧 

問題 原因 解決 

ポンプが吸引しない • 吸引側の詰まり（吸引フィルター

、吸引ホース） 

• 詰まりを取り除いてください。 

• ポンプが空気を吸い込む • 吸引ホースのホース接続に、漏れ

がないか確認してください。 

ポンプが機能しない • 吸引フィルターが汚れている • 吸引フィルターを清掃します。 

• バルブの詰まりまたは損傷 • バルブを交換してください。 

• ポンプが空気を吸い込むのが、肥

料容器内の気泡で分かる 

• 吸引ホースのホース接続に漏れが

ないか確認してください。 

入力した必要量に達し

ていません 

• 走行速度が高すぎる • 走行速度を下げてください。 

• ノズルが小さすぎるか大きすぎる • 適切なノズルを使用してください

。 

 

他の障害についての情報は、各制御モジュールの取扱説明書に掲載されています。 

問題が解決されなければ、製造者にお問い合わせください。これについての情報は、5 ページの サービ
ス を参照。 
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8 清掃とメンテナンス、整備 

この章には、液体肥料散布機の清掃およびメンテナンスの仕方、そして機械に損傷や故障が生じた場合

の対応が記載されています。 
 

8.1 液体肥料散布機の電源を切る 

目的 

セットアップやメンテナンスの作業では、しばしば液体肥料散布機の電源を切るように求められます。 

前提条件 

この作業ステップを行うためには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• なし 

必要なコンポーネントとツール、材料 

この作業ステップには、次のコンポーネントとツール、材料が必要になります： 

• なし 

概要 

番号 名称 図 

1 機械ケーブル 

 

方法 

次のように、液体肥料散布機の電源を切ります： 

ス テ ッ

プ 

説明 

1 次の方法のいずれかを選択します： 

a) 電力供給プラグを制御モジュールから抜きます 

b) 機械ケーブルのプラグを制御モジュールから抜きます 

c) 制御モジュールを OFF にします 

8.2 残量を空にする 

目的 

タンク内に残っている液体は、清掃または運転停止する前に、タンクから取り除く必要があります。 



 
 

32 

前提条件 

この作業ステップを行うためには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• なし 

必要なコンポーネントとツール、材料 

この作業ステップには、次のコンポーネントとツール、材料が必要になります： 

• なし 

方法 

次のように、液体タンクを空にしてください： 

ス テ ッ

プ 

説明 例示 

1 余った液体肥料は、希釈して散布するか、ポン

プで排出して廃棄します。 

 

2 残量は、液体肥料散布機の清掃中に希釈され、

圃場に散布されます。 

2 つのボールバルブを切り替えることで、

真水をポンプでタンクに送り、残量を希釈

できます。 

3 最終的に希釈された残量は、清掃後に排出およ

び廃棄されます。 

タンク下部には、引いて開くタイプの排出

栓が付いています。これは、90° 回転させ

てロックできます。 
 

8.3 液体肥料散布機の清掃 

目的 

機械は、長期間故障無く運転できるように、内側および外側を定期的に清掃しなければなりません。清

掃が不適切だと、結晶化によって液体肥料散布機内で凝集が生じる可能性があります。 

前提条件 

この作業ステップを行うためには、次の前提条件が満たされていなければなりません： 

• 機械の電源が切られています（これについては 31 ページの 液体肥料散布機の電源を切る を参

照）。 

• 機械は、地面に置かれています。 

• 機械は、トラクターから完全に切り離されています。 

• 機械は、キャリアマシンに取り付けられていません。 

必要なコンポーネントとツール、材料 

この作業ステップには、次のコンポーネントとツール、材料が必要になります： 

• 個人用保護具 

• 圧縮空気機器 

• 水 

• 湿った布 

方法 

次のように、液体肥料散布機を清掃してください： 
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ス テ ッ

プ 

説明 

1 液体タンクを空にします（これについては 31ページの 残量を空にする を参照）。 

2 肥料タンクの内部を、真水で洗います。  

3 機械の外側は、湿った布で拭きます。 
 
 

 

 
注意！負傷の危険！ 

 

肥料タンク内には有毒な蒸気が生じるため、タンクに入ってはなりません。 

 タンクに入らないでください！ 

8.4 修理および整備 

機械が故障または破損した場合は、製造者にご連絡ください。これについての情報は、5 ページの サー
ビス を参照。 

9 運転停止と保管、処分 

この章には、液体肥料散布機を運転停止や長期保管、処分する方法について記載されています。 
 

9.1 液体肥料散布機を運転停止する 

目的 

長期間運転を休止した後でも機械が完全に機能するように、保管に関する注意事項を守ることが重要で

す。 

方法 

次のように、液体肥料散布機を保管する準備をしてください： 

ステッ

プ 

説明 

1 機械から液体肥料を完全に取り除きます。 

2 液体タンクの内側を水で洗います（これについては 32 ページの 液体肥料散布機の清掃 を

参照）。 

3 残った液体をタンクから排出します。 

4 吸引フィルターを清掃します（ 28 ページの 空のタンクで吸引フィルターを清掃する を参

照）。 

5 機械の中で発芽しないように、機械は乾いた状態で保管します。 

6 冬季の凍結を避けるために、ポンプや吸引フィルターなどに残っている液体の代わりに、不

凍液を入れる必要があります。これは、春になったら、希釈して廃棄できます。 

9.2 機械の保管 

長期保管の際にも機能性が損なわれないように、液体肥料散布機は乾いた状態で、風雨の影響を受けな

いように保管する必要があります。 
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9.3 処分 

機械の処分は、当該地域の機械処分に関する法規制に従って行われなければなりません。 

 

10 アクセサリ 

この章には、あなたの機械に使用できる可能性がある、アクセサリについて記載されています。 

 
 
 

 
 

ケーブル延長 2 m（6 極） 

整地用機械の長さおよび／または機械構成により、標準装備の 

6 m 機械ケーブルでは短すぎる場合やケーブルを実用的に配置

するために、この 2 m 延長ケーブルをアクセサリとして注文で

きます。 

 

納品内容：  1 ケーブル延長 

 

注文番号： 00410-2-148  

ケーブル延長 5 m（6 極） 

整地用機械の長さおよび／または機械構成により、標準装備の 

6 m 機械ケーブルでは短すぎる場合やケーブルを実用的に配置

するために、この 5 m 延長ケーブルをアクセサリとして注文で

きます。 

 

納品内容：  1 ケーブル延長 

 

注文番号： 00410-2-149  
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11 付録 

11.1 私のアイデア 

LF 600 は、長い時間をかけて開発およびテストされてきました。最初のアイデアから量産に至るまで、

膨大な時間が経過しています。その際、開発チームの全員に大いなるコミットメントが求められました

。 

とはいえ、最も貴重な経験は実践から得られたものです。  

私どものモットー：「農業従事者にインスパイアされ、プロフェッショナルによって実現される」。 

 

このように顧客に寄り添った開発が、あなたや APV の優位性を生み出すのです。 

機械によって、どのようなポジティブあるいはネガティブな経験をしたか、私どもに書き送ってくださ

い。 

改善提案やアイデアを私どもに書き送ってください： 

 

meineidee@apv.at 

 

写真を撮ったり、スケッチを描いてください！どのような形のものでも、全ての情報を検討しますし、

心 か ら 感 謝 い た し ま す 。 

あなたの情報は、APV の開発リーダーたちに直接送られることになります。  

 

あなたのコミットメントに対して予め感謝すると同時に、APV 製品を用いた作業が喜びの多いものにな

るようにお祈りいたします。 

 

よろしくお願い申し上げます。 

 

皆様の開発・技術責任者 
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11.2 接続図 LF 

 
プラグ 

PIN 
番号 説明 色 断面積（mm2） 

1 

1.1 機械ケーブル 青色 4 

1.2 ポンプ (P) 赤色 2.5 

1.3 流量センサー (DS) 茶色 0.34 

2 2.1 機械ケーブル 茶色 4 

3 
3.1 機械ケーブル 青色 2.5 

3.2 ポンプ (P) 黒色 2.5 

4 
4.1 機械ケーブル 灰色 0.75 

4.3 流量センサー (DS) 青色 0.34 

5 5.1 機械ケーブル 茶色 0.75 

6 
6.1 機械ケーブル 黒色 0.75 

6.3 流量センサー (DS) 黒色 0.34 

剥ぎ取り長さ 10 mm！ 

図 12 

  

機
械
ケ
ー
ブ
ル
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12 索引 

アクセサリ .............................. 36 

ケーブル延長 2 m ........................ 36 

ケーブル延長 5 m ........................ 36 

サービス ................................. 5 

スペアパーツのご注文 ..................... 5 

タンクを充填した状態で吸引フィルターを清掃

する .................................. 30 

タンクを充填する ........................ 26 

ノズルとアジテーターの切り替え .......... 28 

ノズルを交換する ........................ 26 

ノズルを整地用機械に取り付ける .......... 17 

ノズルを選択する ........................ 25 

はじめに ................................. 4 

フィルターユニット ...................... 28 

ホースカッター .......................... 18 

ホースリール ............................ 18 

ホースを接続する ........................ 18 

ポンプ .............................. 31, 38 

ポンプのスイッチを入れる ................ 23 

メインディスプレイ ...................... 20 

メインメニュー .......................... 21 

メンテナンス ............................ 32 

リットル当たりパルス数 .................. 21 

一日および合計のカウンター .............. 23 

作業幅 .................................. 21 

作業画面 ................................ 20 

個人用保護具 ............................ 12 

充填ストレーナー ........................ 28 

処分 .................................... 35 

制御モジュール .......................... 20 

制御モジュールの標準設定 ................ 20 

制御モジュールの設定 .................... 21 

剥ぎ取り長さ ............................ 38 

危険および安全対策 ...................... 15 

取り付けおよび運転開始 .................. 16 

吸引フィルタ ............................ 29 

圧力計 .................................. 19 

基本的な安全規則 ........................ 10 

基準 ..................................... 6 

安全性 .................................. 10 

安全装置 ................................ 12 

従業員の必要条件 ........................ 11 

意図された用途での使用 .................. 11 

技術データ ............................... 9 

指令 ..................................... 6 

排出 .................................... 23 

接続カテゴリー ........................... 9 

接続図 .................................. 38 

散布幅 ................................... 9 

散布量 .............................. 21, 24 

散布量を確認する ........................ 24 

整備 .................................... 34 

本ドキュメントの安全指示 ................ 10 

本取扱説明書について ..................... 4 

機体銘板 ................................. 5 

機械ケーブル ............................ 38 

機械の保管 .............................. 34 

機械の構造 ............................... 7 

機能 ..................................... 8 

残量を空にする .......................... 32 

流量センサー ............................ 38 

液体肥料散布機をトラクターに固定する .... 16 

清掃 ................................ 33, 34 

溝 25 

真水 .................................... 27 

私のアイデア ............................ 37 

空のタンクで吸引フィルターを清掃する .... 29 

納品内容 ................................. 8 

緊急運転 ................................ 23 

肥料タンクと真水タンクの切り替え ........ 27 

著作権 ................................... 4 

製造番号 ................................. 5 

説明 ..................................... 7 

識別 ..................................... 5 

警告ラベル .......................... 12, 14 

走行速度 ................................ 21 

速度センサー ............................ 20 

運転 .................................... 24 

運転中の散布量変更 ...................... 23 

運転停止する ............................ 34 

運転停止と保管、処分 .................... 34 

適合 ..................................... 6 

障害 .................................... 31 

電源を切る .............................. 32 

 

  



 
 

38 

メモ 
 

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

  



 
 

39 

メモ 
 

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

                              

  



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

APV – Technische Produkte GmbH 

Zentrale: Dallein 62 

AT - 3753 Hötzelsdorf 

 

Tel.: +43 2913 8001 

office@apv.at  

www.apv.at  

 

http://www.apv.at/

	1 はじめに
	1.1 本取扱説明書について
	1.2 機械の識別
	1.3 サービス
	1.4 EC適合宣言書

	2 説明
	2.1 液体肥料散布機の構造と機能
	2.2 納品内容
	2.3 技術データ

	3 安全性
	3.1 本ドキュメントの安全指示
	3.2 基本的な安全規則
	3.3 意図された用途での使用
	3.4 従業員の必要条件
	3.5 個人用保護具
	3.6 安全装置
	3.6.1 警告ラベル

	3.7 危険および安全対策
	3.8 騒音

	4 取り付けおよび運転開始
	4.1 液体肥料散布機をトラクターに固定する
	4.2 ノズルを整地用機械に取り付ける
	4.3 ホースを接続する

	5 制御モジュール
	5.1 納品内容と接続
	5.2 標準設定
	5.3 メインディスプレイ
	5.4 設定
	5.5 排出
	5.8 ポンプのスイッチを入れる
	5.9 緊急操作

	6 運転
	6.1 散布量を設定および調整する
	6.2 散布量を確認する
	6.3 適したノズルを選択する
	6.4 ノズルを交換する
	6.5 タンクを充填する
	6.6 肥料タンクと真水タンクの切り替え
	6.7 ノズルとアジテーターの切り替え
	6.8 フィルターユニット
	6.9 空のタンクで吸引フィルターを清掃する
	6.10 タンクを充填した状態で吸引フィルターを清掃する

	7 障害
	7.1 障害一覧

	8 清掃とメンテナンス、整備
	8.1 液体肥料散布機の電源を切る
	8.2 残量を空にする
	8.3 液体肥料散布機の清掃
	8.4 修理および整備

	9 運転停止と保管、処分
	9.1 液体肥料散布機を運転停止する
	9.2 機械の保管
	9.3 処分

	10 アクセサリ
	11 付録
	11.1 私のアイデア
	11.2 接続図 LF

	12 索引

